
立
と
さ
れ
郷
土
史
研
究
の
動
向

l

平
成
元
年
ー

域
に
あ
っ
た
福
井
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室

史

・

地

区

誌

県
史
で
は
、
『
資
料
編
八
中
・
近
世
六
』
と
『
資

料
編
一
四
グ
建
築
・
絵
画
・
彫
刻
。
等
』
が
出
版
さ

れ
た
。
資
料
編
八
は
敦
賀
市
、
三
方
郡
に
伝
来
す
る

中
・
近
世
の
史
料
約
一
、
四

O
O点
を
精
選
し
収
録

し
た
も
の
で
、
漁
業
や
新
田
開
発
の
貴
重
な
文
書
が

多
い
。
資
料
編
一
四
は
本
県
に
所
在
す
る
各
種
文
化

財
の
う
ち
歴
史
上
ま
た
は
、
芸
術
、
鑑
賞
上
価
値
の

高
い
文
化
財
五
二
四
点
を
時
代
別
・
地
域
別
に
収
録

て
い
る
。
『
福
井
県
史
研
究
六
』
も
刊
行
さ
れ
た
。

市
史
で
は
、
『
福
井
市
史
資
料
編
二
古
代
・
中
世
』

別

巻

か

絵

図

・

地

図

乙

が

上

81 
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史
研
究
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元
年
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梓
さ
れ
た
。
資
料
編
二
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
か
わ
を
追
補
し
て
い
る
。
ま
た
、
丸
岡
町
で
は
『
百
年
の

る
文
章
尺
記
録
、
日
記
、
木
簡
な
ど
の
文
献
資
料
一
、
あ
ゆ
み
』
を
刊
行
、
明
治
二
十
二
年
町
村
制
実
施
以

四
四
五
点
を
収
録
。
資
料
編
別
巻
は
福
井
藩
関
係
を
来
の
変
遺
を
町
制
百
年
史
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

中
心
に
奈
良
時
代
か
ら
戦
後
ま
で
の
貴
重
な
絵
図
、
地
区
誌
で
は
、
勝
山
市
猪
野
区
が
『
泰
澄
大
師
御

地
図
を
九
九
点
収
め
て
い
る
。
ま
た
、
福
井
市
で
は
母
の
ふ
る
さ
と
・
勝
山
市
猪
野
』
を
出
版
し
た
。
本

市
制
百
周
年
を
記
念
し
て
『
た
び
だ
ち
ふ
く
い
』
を
書
は
江
戸
時
代
の
平
泉
寺
白
山
神
社
一
帯
の
古
地
図

刊
行
し
た
。
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
明
治
、
大
正
、
な
ど
貴
重
な
史
料
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
猪

昭
和
の
市
の
歩
み
や
様
子
を
紹
介
し
て
い
る
。
敦
賀
野
の
生
活
、
方
言
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
他

市
で
は
市
史
編
纂
事
業
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
『
敦
で
は
、
コ
一
十
周
年
記
念
誌
』
(
敦
賀
市
平
和
町
)
・
『
清

賀
市
史
料
目
録
一
|
一
二
』
と
『
敦
賀
の
歴
史
』
を
出
水
グ
リ
ン
|
ン
ハ
イ
ツ
第
四
町
内
会
十
五
年
史
』
(
丹

版
し
た
。
前
者
は
総
数
三
八
、

0
0
0点
余
り
を
収
生
郡
清
水
町
)
が
刊
行
さ
れ
た
。

録
し
た
全
三
巻
の
貴
重
な
史
料
の
目
録
で
あ
る
。
後
一
一
、
原
始
・
古
代

者
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
ま
と
め
、
大
陸
と
の
つ
考
古
学
関
係
で
は
、
『
敦
賀
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概

な
が
り
や
北
前
船
の
寄
港
な
ど
港
町
敦
賀
の
移
り
変
報
一
松
原
遺
跡
』
・
『
武
生
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

わ
り
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
告
書
七
王
子
保
窯
跡
群
一
一
』
・
『
武
生
市
埋
蔵
文
化

町
村
史
で
は
、
『
三
国
町
百
年
史
』
・
『
丸
岡
町
財
調
査
報
告
書
八
武
生
市
埋
蔵
文
化
財
詳
細
分
布

史
』
・
『
大
飯
町
誌
』
が
公
刊
さ
れ
た
。
三
国
町
百
年
報
告
書
一
』
・
『
金
津
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

史
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
を
含
め
た
歴
史
の
変
遷
清
王
一
・
二
号
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
』
・
『
清
水
町

を
八
章
構
成
で
克
明
に
記
述
し
て
い
る
。
丸
岡
町
史
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
二
杉
谷
古
墳
群
』
な
ど
が

は
、
旧
版
(
昭
和
四
十
二
年
)
を
増
補
改
訂
、
古
代
、
上
梓
さ
れ
た
。
丸
岡
町
に
お
い
て
「
継
体
大
王
の
謎

中
世
、
現
代
の
足
ど
り
を
ま
と
め
て
い
る
。
大
飯
町
に
挑
む
」
を
テ

l
マ
に
白
崎
昭
一
郎
氏
ら
五
名
に
よ

誌
も
昭
和
四
十
三
年
に
出
版
さ
れ
た
「
郷
土
誌
大
飯
」
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
き
、
そ
の
概
要
を
『
第
一
回

に
つ
い
で
新
し
い
こ

0
年
聞
の
空
間
を
埋
め
た
歴
史
越
ま
は
ろ
ば
物
語
越
の
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
に
ま

と
め
て
い
る
。

=
一
、
中
・
近
世

中
世
で
は
、
『
特
別
史
跡
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
二

O

昭
和
六
三
年
度
発
掘
調
査
整
備
事
業
概
報
』
(
県
朝
倉

氏
遺
跡
資
料
館
)
・
『
後
瀬
山
城
若
狭
武
田
氏
居
城

の
調
査
|
』
(
小
浜
市
教
委
)
・
『
志
比
線
刻
磨
崖
仏
の

報
告
童
百
』
(
永
平
寺
町
教
委
)
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
他
で
は
、
集
英
社
版
『
日
本
の
庭
園
美
』
全
十

巻
の
九
巻
目
、
「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

l
廷
る
乱
世
の

夢
|
」
が
発
行
さ
れ
た
。

論
文
で
は
、
『
若
越
郷
土
研
究
一
九
四
|
一
九
九
』

に
河
村
昭
一
「
将
軍
近
習
小
笠
原
蔵
人
と
若
狭
守
護

代
小
笠
原
長
房
」
(
一
九
四
)
・
「
南
北
朝
期
の
若
狭
国

人
三
方
氏
に
つ
い
て
L

(

一
九
九
)
・
小
泉
義
博
「
戦

国
期
若
狭
の
延
公
事
法
」
(
一
九
八
)
が
収
載
さ
れ
て

い
る
。
『
福
井
県
地
域
史
研
究
一

O
』
に
は
松
原
信
之

寸
越
前
国
池
田
庄
と
池
田
氏
」
が
あ
る
。
県
内
の
刊

行
で
は
な
い
が
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告

書
四

O
六
』
に
吉
岡
泰
英
「
福
井
藩
大
工
の
研
究
御

大
工
頭
を
中
心
に
し
て
|
」
と
『
地
方
史
研
究
二
一

七
』
に
寺
下
一
義
「
七
郎
小
法
師
と
朝
倉
義
景
l
，西

福
寺
文
書
。
年
欠
六
月
九
日
付
紀
美
・
坑
良
連
署
状

を
め
ぐ
っ
て
」
が
あ
っ
た
。
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近
世
で
は
、
『
笠
原
白
翁
筆
戦
競
録
』
(
福
井
市

立
郷
土
歴
史
博
物
館
)
が
あ
る
。
我
が
国
牛
痘
の
草

創
期
を
代
表
す
る
種
痘
医
笠
原
白
翁
の
自
筆
の
日
記

帳
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
酒
井
家
編
年
史
料
総
覧
』
(
小

浜
市
教
委
)
・
『
近
松
門
左
衛
門
の
研
究
』
(
鯖
江
市
教

委
)
が
あ
る
。
前
者
は
小
浜
市
立
図
書
館
蔵
酒
井
家

文
庫
中
に
あ
る
「
酒
井
家
編
年
史
料
の
稿
本
」
の
細

文
化
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

論
文
で
は
、
『
福
井
県
史
研
究
六
』
に
松
原
信
之
「
福

井
城
下
の
町
方
支
配
と
貢
租
・
土
地
制
度
の
諸
問
題

に
つ
い
て
L

・
小
泉
義
博
「
九
頭
龍
川
舟
橋
に
つ
い

て
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀

要
一
九
』
に
吉
田
純
一
「
三
田
村
家
蔵
グ
天
主
因
。

に
つ
い
て
」
・
『
福
井
考
古
学
会
会
誌
七
』
に
久
保
智

康
「
近
世
中
・
後
期
越
前
に
お
け
る
赤
瓦
の
生
産
」
・

『
福
井
県
地
域
史
研
究
一

O
』
に
は
本
川
幹
男
「
福

井
藩
初
期
の
民
政
組
織
に
つ
い
て
」
・
藤
野
立
恵
「
丸

岡
藩
の
年
貢
取
立
て
の
変
遷
」
・
『
日
本
海
地
域
史
研

究
九
』
に
舟
沢
茂
樹
「
越
前
に
お
け
る
幕
領
と
福
井

藩
預
所
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

園
、
近
現
代

『
敦
賀
市
議
会
史
三
』
と
『
敦
賀
関
係
新
聞
記
事

目
録
』
(
敦
賀
市
史
編
纂
委
員
会
)
が
刊
行
さ
れ
た
。

県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室

前
者
は
昭
和
五
十
二
年
か
ら
六
十
二
年
ま
で
の
同
議

会
の
動
き
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
後
者
は
明
治
十
五

年
か
ら
昭
和
三
十
年
ま
で
の
敦
賀
関
係
新
聞
記
事
の

見
出
し
を
約
四
O
、
0
0
0件
収
録
し
た
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。
ま
た
、
『
日
本
近
代
と
真
宗
地
帯
の
研
究

|
福
井
県
下
の
動
向
を
中
心
に
|
』
(
一
二
上
一
夫
思

文
閣
)
の
論
著
も
あ
る
。

論
文
で
は
、
『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
一
九
』
に

三
上
一
夫
「
近
代
機
業
発
展
と
真
宗
地
帯
1
|
越
前
の

動
向
を
中
心
に
|
」
・
『
福
井
県
地
域
史
研
究
一

O
』

に
は
舟
沢
茂
樹
「
福
井
藩
に
お
け
る
陪
臣
に
つ
い
て
」

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

分
野
史
の
刊
行
も
相
変
わ
ら
ず
活
発
で
あ
る
。
『
福

井
県
医
師
会
史
三
資
料
編
』
が
上
梓
さ
れ
た
。
昭

和
元
年
か
ら
三
十
年
代
初
め
ま
で
の
記
録
で
、
福
井

震
災
復
旧
関
係
、
医
薬
分
業
に
関
す
る
連
合
指
令
部

の
意
見
な
ど
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
『
福

井
県
更
生
保
護
四
十
年
史
』
(
福
井
県
保
護
司
連

盟
)
・
『
福
井
県
合
唱
連
盟
三
十
五
年
史
』
・
『
六
十
年

の
あ
ゆ
み
』
(
福
井
県
柔
道
整
復
師
会
)
・
福
井
ス

キ
l
連
盟
六
十
周
年
記
念
誌
の
『
越
山
シ
ュ
プ
ー

ル
』
・
『
味
心
福
井
食
品
衛
生
協
会
四
十
年
の
あ
ゆ

み
』
な
ど
や
『
今
立
町
体
育
協
会
史
』
も
出
版
さ
れ

郷
土
史
研
究
の
動
向
平
成
元
年
1

た
学
校
史
で
は
、
『
鯖
江
高
校
七
十
五
年
史
』
が
刊
行

さ
れ
た
。
本
書
は
前
身
の
今
立
農
学
校
(
大
正
四
年

開
校
)
、
鯖
江
高
等
女
学
校
か
ら
現
在
の
鯖
江
高
校
に

至
る
ま
で
の
歩
み
を
ま
と
め
て
い
る
。
『
丹
南
高
校
一

O
年
史
』
は
教
育
実
践
の
歩
み
、
各
種
部
活
動
の
実

蹟
を
細
か
く
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
県
立
福
井
東

養
護
学
校
史
』
も
公
刊
さ
れ
た
。
小
学
校
で
は
『
順

化
小
学
校
百
二
十
年
史
』
が
あ
り
、
私
立
で
は
『
金

井
学
園
四
十
年
史
』
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
他
で
は
、

『
福
井
県
教
育
委
員
会
四
十
年
史
』
・
『
福
井
県
教
育

研
究
所
四
十
年
史
』
・
『
福
井
県
小
学
校
長
会
四
十
年

史
』
・
『
十
年
の
あ
ゆ
み
』
(
福
井
県
特
殊
教
育
諸
校
長

会
)
な
ど
が
上
梓
さ
れ
た
。
な
お
『
四
十
年
の
歩
み
』

(
口
名
田
小
学
校
P
T
A
)
・
『
三
十
年
史
』
(
福
井
県

英
語
研
究
会
)
も
発
刊
し
た
。

玉
、
そ
の
他
の
文
献

『
わ
か
さ
小
浜
の
文
化
財
|
図
録
』
(
小
浜
市
教

委
)
・
『
安
居
の
方
言
』
(
福
井
市
安
居
公
民
館
)
・
『
敦

賀
と
お
く
の
は
そ
道
』
(
敦
賀
市
民
憲
章
推
進
会

議
)
・
『
越
前
陶
芸
村
二
』
(
越
前
陶
芸
村
刊
行
委
員

会
)
な
ど
が
あ
る
。
県
外
の
出
版
で
は
『
福
井
県
地

名
大
辞
典
』
(
角
川
書
底
)
が
あ
り
、
現
在
使
わ
れ
て
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い
な
い
地
名
も
含
め
、
一
四
、

0
0
0余
り
を
収
載

し
て
い
る
。
自
費
出
版
で
は
、
「
織
田
信
長
と
越
前
一

向
一
捺
』
(
辻
川
達
雄
)
・
『
福
井
県
方
言
集
』
(
松
本

善
雄
)
が
あ
る
。

論
文
で
は
、
『
若
越
郷
土
研
究
一
九
五
・
一
九
七
』

に
山
下
英
一
「
今
立
吐
酔
と
グ
リ
フ
ィ
ス
」
(
一
九

五
)
・
杉
本
伊
佐
美
「
鯖
江
市
河
和
団
地
区
の
四
季
行

事
L

(

一
九
七
)
・
『
奥
越
史
料
一
八
』
に
は
高
橋
一
男

「
大
野
族
の
源
流
を
尋
ね
て
」
・
岩
崎
正
「
町
・
在
郷

の
地
蔵
菩
薩
」
・
坂
田
王
子
「
地
名
は
歴
史
を
語

る
」
・
河
原
哲
郎
「
奥
越
前
と
奥
美
濃
は
一
つ
」
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
『
福
井
の
文
化
一
五
』
は
漆
を
特
集

し
て
い
る
。
荒
川
浩
和
「
漆
と
風
土
」
・
杉
本
蕎
「
若

越
越
前
国
の
木
地
村
落
」
・
木
村
甚
松
「
河
和
田
塗
の

技
法
」
・
森
川
昌
和
「
縄
文
漆
の
謎
」
・
加
福
清
太
郎

「
若
狭
漆
の
工
芸
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

六
、
歴
史
研
究
施
設
の
動
向

県
下
の
関
係
施
設
が
開
催
し
た
特
別
展
の
み
を
紹

介
し
た
い
。
県
立
博
物
館
で
は
春
季
特
別
展
「
描
か

れ
た
越
前
若
狭
|
江
戸
時
代
の
絵
図
|
」
展
、
秋
季

特
別
展
は
「
石
を
め
ぐ
る
歴
史
と
文
化
勿
谷
石
と

そ
の
周
辺

l
L
展
を
開
催
。
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資

料
館
で
は
特
別
展
「
若
狭
の
四
季
|
年
中
行
事
と
祭

り
」
を
催
し
、
市
立
で
は
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博

物
館
が
特
別
展
寸
史
料
が
語
る
先
人
の
あ
ゆ
み
|
近

世
諸
家
の
歴
史
を
た
ず
ね
て
L

・
小
浜
市
立
郷
土
歴

史
資
料
館
は
特
別
展
「
装
(
よ
そ
お
い
)
女
性
を
飾
っ

た
装
身
具
た
ち
」
展
・
大
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で

は
特
別
展
「
能
面
大
野
出
目
家
と
そ
の
周
辺
」
展

を
開
催
。
町
立
の
資
料
館
で
は
、
三
国
町
の
特
別
展

「
三
国
町
の
社
寺
宝
物
L

展
と
「
三
国
町
近
代
百
年

の
歩
み
」
展
、
三
方
町
で
は
特
別
展
「
よ
み
が
、
え
る

郷
土
の
絵
馬
と
発
句
額
」
展
を
開
催
し
た
。

七
、
郷
土
雑
誌

郷
土
研
究
に
か
か
わ
る
誌
名
と
号
数
の
み
を
参
考

ま
で
に
紹
介
し
て
み
た
い
。

O
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
紀
要
一
九
八
八

O
朝
倉
氏

遺
跡
資
料
舘
・
資
料
館
だ
よ
り
二
了
四

O
奥
越
史

料
一
八
(
大
野
市
教
委

)
O研
究
紀
要
一
九
(
福
井

工
大

)
O若
越
六
七
・
六
八

O
若
越
郷
土
研
究
一

九
四
|
一
九
九

O
若
越
の
城
館
二

O
武
生
市
史

編
さ
ん
だ
よ
り
こ

0
・
二
一

O
敦
賀
市
歴
史
民
俗

資
料
館
紀
要
四

O
福
井
県
史
研
究
六

O
福
井
県

地
域
史
研
究
一

O

O
福
井
県
立
博
物
館
紀
要
三

O
福
井
考
古
学
会
会
誌
七

O
福
井
考
古
学
会
々
報

二
五
1

二
八

O
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
会
報

一
四

O
福
井
の
文
化
一
四

形
民
俗
文
化
財
一
一

O
ふ
く
い
無

五

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




